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   開     議 

 

 

○町田義昭議長 おはようございます。 

 これより本日の会議を開きます。 

 本日の会議に欠席の通告議員はございません。

よって、ただいまの出席議員は定足数に達して

おります。 

 本日の会議は、配付しております議事日程第

３号をもって進めます。 

 

 

 日程第１ 市政一般に関する質問 

 

 

○町田義昭議長 日程第１、市政一般に関する質

問を昨日に引き続き行います。 

 これより個人質問を行います。 

 それでは、順序ご指名いたします。 

 

 

 蒲生吉夫議員の質問 

 

 

○町田義昭議長 順位５番、議席番号17番、蒲生

吉夫議員。 

  （17番蒲生吉夫議員登壇） 

○１７番 蒲生吉夫議員 おはようございます。

３月定例会に当たりまして一般質問を申し上げ

たいと思います。 

 最初に、置賜地域に看護師養成学校の設置の

ためにというテーマでありますが、高度医療を

提供する中核病院として公立置賜総合病院を新

設し、これまでの旧長井市立病院始め、南陽、

川西病院、飯豊診療所などは初期医療、慢性期

医療を提供するサテライト医療施設として役割

を担ってきました。 

 2000年、平成12年11月開院ですから10年にな

ります。私は99年から病院組合の議員をしてい

ますので、11年目になります。設立当初から医

師不足の問題、看護師始め医療スタッフの必要

数を確保できないなどを始め、院内保育園の設

置問題や、ふえ続ける外来患者に対する医療連

携のあり方など困難な問題も多くありました。

基幹病院とサテライトを配置した病院という経

営方式は全国的にも注目された経営方式であり、

多くの団体が視察に来られたと記憶しておりま

す。 

 開院して10年目になったとはいえ、医師不足

や看護師不足に関する状況は以前にも増して厳

しくなっていると感じています。医師について

は、臨床研修医制度が導入され、卒業後２年間、

新人医者の配置ができなかったことも大きく影

響していると思われます。看護師については、

現行の公立置賜総合病院のように10対１の看護

体制をとっている病院が圧倒的多数であります

が、より安心・安全、良質な医療の提供を目指

して７対１の看護体制をとるところもふえてお

り、これまで以上、看護師の確保が困難になっ

ていると考えられます。 

 加えて、看護師の職域の拡大も影響している

と思います。置賜広域病院組合の病院改革アク

ションプランにおいては、平成23年度から７対

１の看護体制を実現するよう計画されています

ので、昨年10月の病院組合議会定例会において、

「現在の看護師人数に比較して何人の増員が必

要になるか」という質問に対して、「60名程度

と想定している」とのことでありました。平成

22年度の看護師採用として40人の募集定数に対

し27人の合格者で、追加募集したいとのことで

ありました。 

 そういった看護師養成学校の絶対数が不足し

ているとの認識を踏まえ、置賜広域病院組合議

会において置賜に看護師養成学校の設置を提言


